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新年おめでとうごさいます．   

今年は学会創立40周年にあたります．近藤次郎  

先生を委月長とする40周年記念事業企画推進委月  

会が着々と準備を進めています．6月2日に経団  

連会館で記念シンポジウムが行われます．また，  

各支部でも同様な行事を予定しています．懸賞論  

文も裏集していますので奮ってご応募ください．  

（締切り5月末日．）今年が学会発展のための大き  

なステップになることを願っています．会月の皆  

様のご支援をたまわりますよう切にお願いいたし  

ます．   

さて，お正月に免じて多少羽目を外した話にな  

るかと思いますが，どうぞ，おとそ気分で気楽に  

お読みください．  

五感を大切に  

〈知の巨匠〉 アリストテレスの頃から，人間に  

は五感があると認識されていたようです．視覚，  

聴覚，味覚，触覚，臭覚です．（こういった当たり  

前のことをきちんと言うところからスタートした  

古代ギリシャの〈知〉の世界は素晴らしいですね．）  

五感は，人間だけのものではありません．生理的  

に見れば他の動物の方が優れているものもありま  

す．しかし，これらの感覚の上に文明や文化を築  

きあげたのは人間だけです．視覚をもとに，広い  

意味での美術が生まれ，聴覚が音楽を築きます．  

各分野で天才と呼ばれる人達が現れて，多くの傑  

作を遺しています．私の好きな絵画で言えば  

2  

Botticelliの「春」「ヴィーナスの誕生」，Cezanne  

の「静物」，Goghの「ひまわり」，Picassoの「泣  

く女」，三岸好太郎の「海洋を渡る蝶」等々です．  

また，好きなヴァイオリン音楽ではBachの「シャ  

コンヌ」，Schubertの「アルペジオーネ」，Franck  

の「ソナタ」等々．大事なことはこれらの傑作を  

後生の人が一若干時間がかかる場合もありました  

が一高く評価するに至ることです．私はこの現象  

を人間の五感がまだ正常に機能している証拠であ  

ると思っています．〈知〉の世界が健全な五感の上  

に築かれることは言うまでもありません．最近，  

教育の問題が，何か問題が起こる毎に論ぜられて  

いますが，私の知る限り，五感を大切にすること  

の重要性を指摘したものは少ないようです．余談  

になりますが，学校給食で味覚を侵され，プラス  

チックの食器で触覚を鈍らされ一我々には陶磁器  

の豊かな伝統があるというのに－，自動車の排気  

ガスで臭覚を駄目にして，果たして日本の未来は  

どうなるのでしょうか．   

もっとFantasticでBeautifu［Tlnterestipg   

なものを  

絵画や音楽や学問の世界で天オ達が達成したこ  

との動機は何でしょうか．私の独断で言わせて頂  

くならば，fantasticでbeautifulでinterestingな  

もの（以下，FBIと略す．若干連想は悪いですが）  

に対する飽くなき執着です．彼等は，これまでに  

ないfantastic styleで世に現れ，beautifulcom－  
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positionを示し，interesting developmentを達成  

します．そして世間の多くの人達は後になって彼  

等の優れた感性に気づくのです．造物主－もしそ  

れがいるならば－は我々の遺伝子のなかにFBI  

に対する強いあこがれを組み込んだに違いありま  

せん．（もっとも，邪魔な遺伝子も入れたようです  

が．）これらの作品に摸する度に我々はリフレッシ  

ュされるのです．私事にわたって恐縮ですが私は  

40数年前にBachのシャコンヌを習って以来，時  

にふれて，輿の赴くままに再挑戦しています．（こ  

れはアマの特権．）わたしの腕前では一通り終わる  

のに数カ月はかかりますが，弾くたびに新しい世  

界を発見します．レト宇宙」といわれるBachの  

FBIは，あらゆる学問や芸術分野をとおして，最  

高のものと思われます．さて，このようなFBIを  

持った天才は現在でも存在するか．芸術の分野で  

は目下小休止中のようです．（私が気が付かないだ  

けかな．）それに対して，現代は科学技術の時代と  

言われます．こちらの方はどうでしょうか．1978  

年に私はロサンゼルスでパソコンショップの前身  

に初めてお目にかかりました．Microsoft社の誕  

生から間もない頃です．8ビットのCPUを用い  

た，今のパソコンから見れば，おもちゃのような  

ものが展示されていましたが，これはまさにFBI  

でした．若い人の中には当時の状況を知らない人  

もいると思いますので，少し説明します．その頃  

は，高速，大容量のコンピュータが時流でした．  

各社は血眼になって超大型機の開発競争をしてい  

ました．個人は端末機を通して中央の大型機をシ  

ェアすればよいという発想です．私は，この方向  

は個人のユーザーにとってはbeautifulでないと  

感じ，疑問を持っていましたので，初めて8ピッ  

トのパソコンを見た瞬間に「これだ！」と思いま  

した．大勢で頭脳を共有するよりは，例え幼稚で  

あっても自分のものを身近に所有することの方が  

どんなに素晴らしいことでしょうか．その後，直  

ぐにAppleIIを入手して，それ以来パソコンの  

FBIの世界を楽しんでいます．コンピュータに限  

らず，商品開発に携わる人には豊かな感性が要求  

されます．  

オペレーションズ・リサーチのFBl  

私はORのFBIはfantastic model，beautiful  

algorithm，interesting applicationであると思っ  

ています．この三者の結合は，僅か50年程度のOR  

の歴史の中で，輝かしい成功を収めてきました．  

最近，「ORはもう時代遅れだ．」という人がいます  

が，ORの関係者がFBIを強く意識しているなら  

ば，ORはこれからもっと多くの面で使われるよ  

うになるでしょう．ORはそれに応える資質を十  

分に備えています．Microsoft Excelのアドイン  

ソフトに・SoIverがあります．Microsoft社のどの  

ような戦略の下にこのソフトがアドインされたか  

は知りませんが－おそらくポートフォリオ選択の  

ためでしょうL数理計画がWindows95やMac  

のOSのもとに堂々と入って来たのです．ORに  

とっては願ってもないチャンス到来です．この追  

い風をORの普及のために大いに利用しようでは  

ありませんか．  

結 び  

酔歩のような挨拶になってしまいましたが，今  

年もどうぞよろしくお願いいたします．妄言多謝．  
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